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（社）日本消費生活アドバイザー・
コンサルタント協会（ＮＡＣＳ）とは

NIPPON ASSOCIATION of CONSUMER SPECIALISTS

1988年6月発足
全国7支部 約3,800名(2010年6月)

http://www.nacs.or.jp/
NACS環境委員会

1999年4月から正式に活動

持続可能なくらしをめざし、ライフスタイルの見直しや環境に配慮したく
らしのための提案を広く行う

現在のテーマは「商品の一生を知ろう」



わたしたちの暮らし=
ものやサービスを購入し
使うことで成り立っている
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これらの商品は

地球からのめぐみと

国内外の多くの人々の労働から



商品の一生は
私たちには見えにくくなっている
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地域の中で
生産＆消費

工業化や
グローバル化

の進展

この木は、どんなところで育ったの？

誰がどこでどうやって伐採したのか？

サプライチェーンの管理は？

使用後はどうなる？
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紙おむつの一生



違法伐採された森林跡



消費者が関心を寄せないから説明が要らない

のではなく

説明が足りないから、消費者は関心を持てない

と考えてほしい
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情報提供は、国や企業の社会的責任



• まず、消費者が
「商品の一生」を知ろうと行動することが重要

しかし、
企業からの情報がないと、
消費者は 関心を持てない

＜おせち容器の表示＞

• 「知る」ことから「問題意識」が広がり、

必ず 賢明な選択・購入につながる
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身近なFSC認証ラベル例

（タワシ、チラシ、ノート）



国産材・間伐材表示例
（割り箸、封筒、駅弁）



流通の取組み例 ミニストップ

国産FSC認証材を使用した
環境配慮型店舗を展開

太陽光発電装置やＬＥＤ照明を導入した
「省CO２モデル事業」の環境配慮型店舗で

あわせて、

国産FSC認証材を１００％使用した、業界初となる
「木造建築＆太陽光発電装置」店舗を展開



ジャングルの様に植生が豊かで、多くの蝶や鳥が見られた

グアテマラのコーヒー農園
レインフォレスト・アライアンス認証

）12（サン・アウグスティン・ラス・ミナス農園）
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サンタ・クララ農園で
（グッドインサイド）

サン・アウグスティン・ラス・ミナス農
園 （レインフォレストアライアンス）



輸入木材に関する世界的な動き
〇米国改正レーシー法

〇欧米での違法伐採対策法

日本でも、消費者・事業者を含めた

国全体としての取組みを

〇グリーン購入法、プラスα



みんなが幸せになる木材製品を
選ぼう！

• 環境に大きな負荷をかけたい消費者はいない

⇒ 「違法伐採の木材製品は使いたくない！」

• 消費者が声をあげれば、 問題解決につながる

• 「生産」から「廃棄・リサイクル」までの、持続可
能な取り組みを示して欲しい！
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消費者は、 知らなければ
想像することもできない

木材輸出国、政府、事業者は、

持続可能な方法で森林を管理、利用し、

その取り組みを

日本の消費者に伝えてほしい
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